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Ⅴ．演 習  
（ Ｈ８／３０４８ＣＰＵボードを使用して、実際にプログラムを動作させます。） 

入 門  

 １．ＬＥＤスタティック表示 

    （Ｉ／Ｏポートを出力ポートに設定しＯＮ，ＯＦＦを行う） 

  例題 ＬＥＤのＯＮ／ＯＦＦ 

  応用 ａ：１つずつとびとび点灯 

   ｂ：１こずつ点灯 

 ２．スタティック・キースキャン 

    （Ｉ／Ｏポートを入力ポートに設定しスイッチを読み込む） 

  例題 押したキーをＳＩＯ ＭＯＮＩＴＯＲに表示する 

  応用 ａ：押したキーで真上のＬＥＤを点灯させる 

   ｂ：押したキーで真上のＬＥＤを点灯させるが、１秒後、消灯。 

 ３．Ａ／Ｄ、Ｄ／Ａコンバータ 

  例題 Ａ／Ｄコンバータの値を読み込みＳＩＯ ＭＯＮＩＴＯＲに表示する 

   Ｄ／Ａコンバータの出力を変化させＬＥＤの明るさを変える 

  応用 ２Ｖ以上でＬＥＤ ＯＮ、以下でＯＦＦさせる 

 ４．割り込み 

  例題 １秒ごとにＬＥＤをＯＮ、ＯＦＦさせる   

  応用 １つのＬＥＤは０．５秒、もう１つは 1秒ごとにＯＮ、ＯＦＦさせる 

  演 習  

 ５．ダイナミックキースキャン 

  例題 ダイナミックキースキャンでデータをＳＩＯ ＭＯＮＩＴＯＲに表示させる 

  応用 １回押したら１回だけ出力する 

 ６．７セグメントＬＥＤに数字を表示 

  例題 １，２，３と表示する。割り込みは使わない  

  応用 割り込みを使い３桁表示する（ダイナミック表示） 

 ７．Ｉ２Ｃバス 

  例題 Ｉ２Ｃバスの温度計測ＩＣ ＬＭ７５から温度を読み込む 

  応用 ４０℃以上でＬＥＤをＯＮ、以下でＯＦＦさせる 

 ８．ＰＷＭ制御 

  例題 ＰＷＭ制御でＬＥＤの明るさを変える 

 ９．異なる電圧制御Ⅰ 

  例題 ５Ｖ出力ポートでトランジスタを駆動し直流２４Ｖを制御する 

 １０．異なる電圧制御Ⅱ 

  例題 ５Ｖ出力ポートでリレーを駆動し交流１００Ｖを制御する 
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以下テキストから一部抜粋 

Ⅳ．コンパイル 

１．コンパイル  

    初めにＧＣＣ等をインストールします。添付しているＣＤをパソコンのドライブに入れます。 

 
 

しばらく待つと現在のＣＤにあるファイルが表示されます。 

●ＢＲＥ：ＦＲＯＭ書き込みソフト 

ｆｒｗ３０４８、ｆｒｗ３０５２．ｅｘｅ等が入っています。 

●ＧＨ８ＢＡＳＩＣ：Ｈ８用 Ｃコンパイラ、サンプルソフト、各種ドキュメント 

 

インストゥールはホルダをＣ：にコピーするだけです。２つともコピーし、Ｃ：に移し

ます。他の部分ではコンパイラが正常に動作しません。すでに、ＢＲＥなどのホルダがあ

る場合、「上書き」するかどうか聞いてきますので「ＹＥＳ」にして下さい。 

 

 

                     Ｃ：にＧＨ８ＢＡＳＩＣとＢＲＥが移ればＯＫです。 

 

インストールはこれで全てです。 

 

【 コンパイル準備 】 

 本ＣＤに搭載されているＣコンパイラはユーザーが書いたＣのプログラムをコンパイ

ルしＨ８マイコン用の＊．ｍｏｔファイルを生成します。コンパイルはｃｏｍｐｉｌｅ

ｒ．ｅｘｅというソフトを使います。 

C:¥GH8BASIC¥compiler にあるショートカットを表画面にドラッグ＆ドロップしてくだ

さい。 
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同じように 

C：￥BRE￥H83048ONE にあるショートカットを表画面に移動してください。 

 

これで準備は完了です。 

【 コンパイルしてみる 】 

実際にｓｇ１.c をコンパイルしてみます。 

①ｃｏｍｐｉｌｅｒ．ｅｘｅを動作させます。 

②ｇｓ１を選択して「コンパイル」をクリック。正常に終了すれば「コンパイラ結果」

に「コンパイル正常終了」と表示されます。下記参照。 
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③エラーがある場合、「コンパイル結果」の文字が赤字で表示されますので、エラー行

番号を参考にソースファイルを修正してください。表示されている番号の 1行上もよ

く確認してみてください。 

 

２．実行 

 

初めにパソコンと「マイコン学習ボードＢＡＳＩＣ」を添付の 2 本のケーブルで接続します。もし、パソ

コンにＲＳ２３２Ｃポート（ＣＯＭポート）が無ければＵＳＢ⇔ＲＳ２３２Ｃ変換器を事前に用意し、イ

ンストゥールしておいてください。 
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【 プログラムソース 】 

略 

 

【 解説 】 

 試験的に例えば 28Ｖ 40ｍＡという定格のランプを接続してみます。ランプは同梱されていませんので、

恐れ入りますが別途ご用意願います。例えばＲＳコンポーネンツ １９３－５０４２ 

 Ｐ１で駆動しますが、最大 2ｍＡ（ソース）までしか出力できません。電流が不足しますので、ＴＤ６

２００３で増幅しています。ＴＤ６２００３の直流電流増幅率ｈＦＥは３００（Ｉｏｕｔ ４０ｍＡ時）

あり、計算上はＰ１で２×３００＝０．６Ａまで制御できることがわかります。実際はＴＤ６２００３Ａ

ＰのＩｏｕｔ上限、１３０ｍＡ（Ｄｕｔｙ５０％）まで使用できます。継続的なＯＮ（Ｄｕｔｙ１００％）

では１００ｍＡ程度（８５℃）まで使用できるようです。（規格表より） よって今回の負荷には十分な規

格となります。 

負荷電圧はコレクタエミッタ間耐圧Ｖｃｅｏ ５０Ｖまで大丈夫です。 

 

【 接続回路 】 

 

 ランプの他に電源（電圧 +24Ｖ～+30Ｖ、容量は 100ｍＡ以上）もご用意願います。以下のようにＣＮ

２に接続します。ＣＮ２は極性がありますのでご注意願います。１番（▼マーク）に＋を接続します。 

  

【 ＣＮ２へのケーブルの入れ方、はずし方 】 

 

端子はサトーパーツのＭＬ－９５０－２を使用しています。ねじなどは使用しないタイプの端子台です。 

 

９．５Ｖ出力ポートでトランジスタを駆動し、直流２４Ｖを制御 

例題 ＴＤ６２００３で２４Ｖ ランプをＯＮ、ＯＦＦさせる 
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  ①線はここから挿入する 

 

 

 

 

 

マイナスドライバの先で中を押さえると線を押さえている部分がはずれ、線が抜き差しできる状態になる。 

 

 

 

 

 

 

【 プログラムソース 】 

 

略 

【 解説 】 

インダクションモータは同梱されていませんので、恐れ入りますが、ご用意願います。例えばＲＳコンポ

ーネンツ ３９０－８３３９ 日本サーボ ＩＨ６Ｐ３Ｎ（なければ単相１００Ｖ １０Ｗ以下のモータ

ーであればなんでも大丈夫です） 

 

 リレー制御回路を設計するためにはいくつかの注意点があります。 

①逆起電力解消のためにクランプダイオードを挿入する。→ＴＤ６２００３のＣＯＭがＶＣＣに接続され

ている。 

②③ 略 

 

【 接続 】 

 

 時計方法回転の場合の接続図です。ＣＮ３は真ん中は使用しません。極性はありません。ＡＣ１００Ｖ

コンセント挿入は全ての準備が終了した後に挿入願います。リレーがＯＮするとモーターが商用電源周波

数に同期する速度で時計方向（ＣＷ）に回転します。 

１０．５Ｖ出力ポートでリレーを駆動し交流１００Ｖを制御 

例題 リレーＧ６Ｄ－１ＡでＡＣ１００Ｖインダクションモーター 

をＯＮ、ＯＦＦさせる  
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以下略 

 


